
図書館
　情報局

７ 月の 休 館日　

田沢湖図書館　　 43-1307
　　7日 月 、14日 月 、21日 月・祝 、22日 火・振替 、28日 月

学習資料館　　 43-3333
　　7日 月 、14日 月 、21日 月・祝 、22日 火・振替 、28日 月 、31日 木・月末

イベント交流館（新潮社記念文学館）　　 43-3333
　　1日～ 4日 火～金・展示替え 、7日 月 、14日 月 、28日 月

新潮社から寄贈された図書を紹介します
「日本の身体」内田樹／「東京ひよっ子３人暮らし」たかはしみき／「身

体巡礼－ドイツ・オーストリア・チェコ編－」養老孟司／「平凡」角田
光代／「明治の表象空間」松浦寿輝／「闇の中の男」ポール・オースター、
柴田元幸（訳）／「大いなる不満」セス・フリード、藤井光（訳）／「石
井桃子のことば」中川李枝子、松居直、松岡享子、若菜晃子、ほか／「誤
解学」西成活裕／「謎ときガルシア＝マルケス」木村榮一／「精神論
ぬきの保守主義」仲正昌樹／「暴力的風景論」武田徹／「漢字世界の
地平－私たちにとって文字とは何か－」齋藤希史／「山本周五郎長篇
小説全集　第十五巻　彦左衛門外記・花筵」山本周五郎／「盲目的な
恋と友情」辻村深月／「狂書伝」勝山海百合／「結び屋おえん　糸を
手繰れば」志川節子／「特捜７－銃弾－」麻見和史／「縁結び仕り候
－結婚奉行－」辻井南青紀／「和歌で感じる日本の春夏」松本章男／「和
歌で愛しむ日本の秋冬」松本章男／「迷子の王様－君たちに明日はな
い５－」垣根涼介／「マラカナンの悲劇－世界サッカー史上最大の敗
北－」沢田啓明／「たけしのグレートジャーニー」ビートたけし／「暴
露－スノーデンが私に託したファイル－」グレン・グリーンウォルド、
田口俊樹（訳）、濱野大道（訳）、武藤陽生（訳）

【新潮新書】
「その「つぶやき」は犯罪です－知らないとマズいネットの法律知識－」

鳥飼重和（監修）、神田芳明（著）、香西駿一郎（著）、前田恵美（著）、
深澤諭史（著）／「日本人に生れて、まあよかった」平川祐弘／「経
団連－落日の財界総本山－」安西巧／「「超常現象」を本気で科学する」
石川幹人
　　　　　　　　　●新潮社文庫新刊も多数寄贈されています。

　　　　　　　　　　このほか、たくさんの新着図書が入ってきています。

新着図書のご紹介
「オバさんになっても抱きしめたい」平安寿子

／「偉人は死ぬのも楽じゃない」ジョージア・
ブラッグ／「カウンセラーは何を見ているか」
信田さよ子
このほか、たくさんの新着図書が入ってきています。

夏休みの宿題に役立つ本
　いよいよ楽しい夏休み！でもでも宿題を忘れ
ちゃいけませんよ。夏休みの宿題と言えば、まず
は感想文ですね。学習資料館では、第 60 回青少
年読書感想文全国コンクールの課題図書を 2 冊ず
つ用意しました。また、読書感想文の指導書も多
数取り揃えています。
　その他、自由研究や工作・手芸など、宿題に役
立つ本も集めてみました。どうしようかなと悩ん
でいる児童・生徒の皆さん、当館でヒントを見つ
けてください。図書館職員もお手伝いしますよ。

田沢湖図書館からお知らせ

学習資料館からお知らせ

　なつやすみ

こども切り紙教室
たのしい夏祭りモチーフで、はがき
をかざろう！

日時　7 月 31 日 木 　10：00 ～

会場　たざわこ図書館 2 階　無料
対象　小 4 ～小 6　先着 20 人
申込・問合せ
　　　田沢湖図書館　☎ 43-1307

夏の宵　朗読コンサート
夏や海がテーマです。絵本・詩の朗読・童謡・ピアノが
紡ぐ美しい夏の宵のひとときをお楽しみください。

●日時／ 8 月 1 日 金 　18：00 ～　

●会場／たざわこ図書館 1 階 入場無料

おはなし玉手箱
夏休み元気いっぱい・楽しさいっぱい！

●日時／ 7 月 26 日 土 　10：00 ～　

●会場／たざわこ図書館 2 階

入場無料
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れ
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付
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／
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／
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れ
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催
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／
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／
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／
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／
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４
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６
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／
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２
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田沢湖公民館

☎ 43-1061

生涯学習課

☎ 43-3383

角館公民館

☎ 54-1110

西木公民館

☎ 47-3100
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催
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／
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付
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／
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／
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／
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生
涯
学
習
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動
支
援

仙北市花のある街づくりコンクール

参加作品募集中
　市民一人ひとりが街づくりへの積極的な参画
と活動への理解を深め、心の豊かさが育まれる
よう交流の場を創出することを目的として「仙
北市花のある街づくりコンクール」を開催して
います。市内で花づくりを行う個人や団体、企業
などを対象に部門別に参加作品（花壇等）を募
集していますので皆様ふるってご応募ください。

●募集部門／

▼ 個人部門…自宅の玄関、道路沿いの塀や庭、
　　　　　　窓や壁などの花づくり、農用地な
　　　　　　どの花づくり

▼団体部門…グループや団体による公園・道路・
　　　　　　広場の共有空間、地域などの花づ
　　　　　　くり

▼ 企業部門…企業や商店などの施設内および周
　　　　　　辺での花づくり
※いずれの部門も道路から眺望できることを原
　則とします。
※入園料を徴収するなど、営業目的の場合は応
　募できません。
●応募方法／所定の応募用紙に必要事項を記入
　のうえ、生涯学習課へお申し込みください。
●応募締切／

　7 月 31 日 木
●審査方法／参加作品
　（花壇等）を直接視察
　し審査します。審査
　は、仙北市生涯学習
　奨励員が行います。
●問合せ／生涯学習課
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